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２００２年３月期 中間決算概観（連結）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：百万円

＊（　　）内は、増減比　　※予想年間期中平均株式数による

　　売上面では､新薬上市（キプレス）とガチフロキサシンの輸出増により医療用医薬品が
国内及び海外とも堅調で連結売上高２９２億円（前年比 11.8％増収） ､ 利益面では､連結
経常利益３９億円(前年比4.5％増益) 、当中間純利益８億円(前年比11.5％減益）となりま
した。

単体では､売上高２８６億円､経常利益３８億円、当中間純利益８億円となりました。

通期２００２年３月期には、連結売上高６２４億円（前年比11.8％増収）、連結経常利益

１０３億円（前年比 5.3％増益）、連結当期純利益32億円（前年比8.4％増益）を見込んで

います。
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1.0１3,788　（8.6％）3,831　（8.9％）3,4883,518営業利益
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２００２年３月期 中間業績の状況（単体）２００２年３月期 中間業績の状況（単体）

1

＜当中間期のポイント＞
売上高　　２８,６９５百万円（＋３０億円）
＜国内医療用＞　　　　　　　　　　　　（＋７億円）
　（プラス要因）
　　・新製品が順調なスタート
キプレス ０→１７

　・主力製品が堅調　
　　　ムコダイン　　　　　　７０→７６
　　　 ペンタサ　　　　　　１９→２２
　（マイナス要因）
　・契約に伴うロイヤリティ収入が今期なし
　　・市場納入価格ダウンに伴うリベート率の改定

＜ 海外医療用＞　　　　　　　　　　 （＋２４億円）
　　・ガチフロキサシンの輸出増加　　２０→４８

＜その他＞　　　　　　　　　　　　　　（±０億円）
　　ミルトン　　　 １４→１４

経常利益　３,８７４百万円　（＋２億円）　
売上原価率は３１．９％と０．２ポイント低下、　販管費率は
　５４．９％と０．６ポイント上昇。その結果、経常利益率は

　１３．５％と１．０ポイント低下。

当期利益　８６７百万円　（－１億円）
　有価証券評価損　　　３億円
　退職給付債務を２００１年３月期より償却（１５億円）
　　　　・積立不足額：９５億円
　　　　・償却年数　：３年
　　　　・割引率　　　：３．０％ 　　（年間３１億）

２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：百万円

２８，６９５２８，６９５２５，６２０売上高売上高

８６７８６７９４９当期利益当期利益

３，８７４３，８７４３，７１０経常利益経常利益

３，７８８３，７８８３，４８８営業利益営業利益

１，５９５１，５９５１，６１２その他その他

５，９８４５，９８４３，５８９海外医療用海外医療用

２１，１１６２１，１１６２０，４１９国内医療用国内医療用

０１年９月期０１年９月期
　　　（実績）　　　（実績）

００年９月期００年９月期
　　　（実績）　　　（実績）



２００２年３月期 業績の見込み（単体）２００２年３月期 業績の見込み（単体）

1

＜今期のポイント＞
売上高　６１,２００百万円　（＋６５億円）
　＜国内医療用＞　　　　　　　　　（＋２３億円）

　＊キプレス　　　　　　　 ０→ ３２

主力製品 ムコダイン １６１→１７４

ケタス ７５→ ８２

　＜海外医療用＞　　　　　　　　　（＋４０億円）

　＊ガチフロキサシンの輸出増により増収を見込む　

　　　ガチフロキサシン　　　　　　　５５→１０４
　＜その他＞　　　　　　　　　　　　（＋２億円）

　　ミルトンの売上拡大を見込む　　

当期利益 ３，１００百万円 （＋３億円）

配当 １２．５０円の予定　　　　
３

経常利益 １０,２００百万円 （＋７億円）

　・経常利益率は１６．７％と０．７ポイント低下
原価率は横バイ

　

販管費上昇の要因

　・ガチフロ国内販促費を下期に新規計上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：百万円

３，１００３，１００２，８００当期利益当期利益

１０，２００１０，２００９，５２４経常利益経常利益

１０，１００１０，１００８，９８０営業利益営業利益

３，４００３，４００３，１６６その他その他

１２，６００１２，６００８，６４６海外医療用海外医療用

４５，２００４５，２００４２，８５８国内医療用国内医療用

６１，２００６１，２００５４，６７１売上高売上高

０２年３月期０２年３月期
（見込み）（見込み）

０１年３月期０１年３月期
（実績）（実績）



シェリング・プラウ社と
コ・プロモーション開始
２０００年３月
※慢性呼吸器疾患の急性
増悪時５日間投与承認

上市　 　 上市　　　ＰｈⅡ／Ⅲ　　アラガン社 導出検討中
　　（１９９９年１２月）　　　※（現在ＰｈⅢ）　　　ＰｈⅢ

米国
　

ＢＭＳ社

※２００１年１１月上市
　

※ドイツ承認　 ※ＰｈⅡ／Ⅲ

（２００１年１０月）

欧州

グリュネンタール社

大日本製薬と共同販売
契約締結
２０００年１２月

　　申請中　　　　ＰｈⅠ　　　上市後　　　　　千寿製薬　 準備中

( ２００２年度　　　　　　　　　　着手予定　　　　　　ＰｈⅢ　　　　　　　　　
上期上市予定）

日本
　
杏林製薬

提　　携
　　　　　　　　　　　　　　上　市　予　定

　錠剤　　　 注射　　　小児適応　　　点眼　　　　点耳

地域
（販売企業）

４

主要開発品　ガチフロキサシン（１）全体像主要開発品　ガチフロキサシン（１）全体像



主要開発品　ガチフロキサシン（２）国内の状況主要開発品　ガチフロキサシン（２）国内の状況

参考資料

キノロン剤 合計
約７３０億円　

クラビット　　６５％
オゼックス　 ８％
タリビット　　　６％

その他
　１０％

約３０００億円

キノロン剤
　　　２４％

セフェム剤
　　４４％

マクロライド剤
　　　２２％

経口抗菌剤市場
（系統別シェア）

１．上市予定

　　　　　２００２年度上期

　　　　
２．売上目標

　　　　　キノロン剤市場のトップシェアー
　　　　　　※ガチフロ錠ブランドとして、トップを目指す（大日本製薬との共同販売）

合計約２０００億円

セフェム系

マクロライド系

約１５００億円の

マーケットをターゲット

約１５００億円の

マーケットをターゲット

５

約７３０億円

呼吸器・耳鼻科・尿路
その他感染症

約７５０億円

呼吸器感染症

約１２５０億円

その他感染症　小児用
２０００年度　出典：杏林製薬



主要開発品　ガチフロキサシン（３）海外の状況主要開発品　ガチフロキサシン（３）海外の状況

参考資料　（１）BMS社関係

１．海外発売国
　　　発売国：１５ヶ国　

欧州　２０００年度（経口剤のみ）

９９．３　　　　００．３　　　０１．３　　

２．輸出の状況

ガチフロ　　　　０　　　　　　２７　　　　　　５５　　　　　　８１　　　　　１０４　　　　　　　２０ ４０　　　　　４８　

単位：億円

ＵＳ　２０００年度（注射剤含む）

約９３００ｍｉｌ＄

キノロン剤
　２４％

セフェム剤
　２７％

マクロライド
　　１９％

その他
２９％

米国 ＢＭＳ社　錠・注　１９９９年１２月上市

欧州 ※　グリュネンタール社（ドイツ）錠２００１年１１月上市

その他
　メキシコ、プエルトルコ、ブラジル、
　アルゼンチン、タイ、シンガポール、
　オーストラリア、フィリピン、南アフリカ、
　カナダ、インドネシア、グァム、チリ

２０００年１～２Ｑ　　　　　２０００年　　　　　　２００１年１～２Q　　　　　（　３Q　)

BMS社売上　　　　　３７mil＄ 　　　　　　　１３１mil＄ 　　　　　１２７mil＄ 　　　(８０mil＄)

（２）米国、欧州の市場性

６

０２年３月期

当初見込み　見込み（修正）

００．９　 　　０１年９月期

中間実績

当社としては、USにおけるBMS社の売上高を当初２００mil$と予想（1～２Ｑ１００mil＄）
としていたが、順調に推移し２００１年見込みを２７０mil＄に修正

１９９９年から２０００年にかけて
抗菌剤市場は約８％拡大し、
その中で、キノロン市場は
約１８％拡大
テクインは約１０％まで伸張

欧州市場では、ペニシリン、
セフェムなど現在の薬剤が
根強く処方されている

当初見込み　　実績

約４０００ｍｉｌ＄

キノロン剤
　　１５％

マクロライド剤
　　　　２０％

セフェム剤
　２８％

その他
　３５％

出典：杏林製薬



炭疽菌（Bacillus Anthracis)事件による影響　関連情報炭疽菌（Bacillus Anthracis)事件による影響　関連情報

炭疽菌とは

　　　　グラム陽性桿菌

治療法

　　　　抗生物質　→　ペニシリン、テトラサイクリン、ニューキノロン

免疫血清療法

業績への影響
　＜ガチフロキサシン＞　　
　　米国　　現在、ＢＭＳ社からのバルク追加発注はない
　　　　　　　ＢＭＳ社はFDAへの働きかけは試みているものの、業績への影響は不明
　　　　　　　
　＜バクシダール＞
　　日本　　バクシダールは厚生労働省の要請を受け小児用を含め申請

７

米国ガイドライン

当社製品の効果
テクイン、バクシダール、メガロシンは適応症は有していない



主要開発品（１）キプレスの実績と見込み主要開発品（１）キプレスの実績と見込み

１）上市時期　８月３１日

２）２００１年度実績（上期）及び見込み

２００２年３月期中間　 ２００２年３月期（見込み）　　　

当初見込み　　実 績　 　　　　　当初見込み 修 正　　

７億円　　　 １７億円　　　　　　　　　　２２億　 ３２億

３）今後の抗アレルギー剤市場の予想とキプレスピーク目標値

１.５～２.０倍に
伸長すると予測抗アレルギー剤

約７００億円

１０年後現在

ピーク時目標値

抗アレルギー剤市場シェア　１５％

８

参考資料

１．喘息患者数

１９９９年度患者数

約１１０万人

増加率

３～５％

出典：厚生労働省

０～４歳 １６％
５～１４歳 ２５％
１５歳～ ５９％

※

（※は１９９７年実績）

ＬＴ拮抗剤ＬＴ拮抗剤
約３５％約３５％
約２５０億円約２５０億円

ＬＴ拮抗剤ＬＴ拮抗剤
約６０％約６０％

LT拮抗剤市場シェア　２５％

自社予測

２．メルク売上高

売上高

発売国等

１９９８年 １９９９年 ２０００年 ２００１年

１４３ ５００ ８６０

新発売 ７４ヶ国 ９０ヶ国以上で承認

単位：ｍｉｌ＄

メルク予想１２００～１４００

参考資料



主要開発品（２）キプレス　マーケティング戦略主要開発品（２）キプレス　マーケティング戦略

○　薬剤特徴の訴求
　＊従来の抗アレルギー剤とのポテンシャルの大きな違い

　１．１日１回就寝前投与で、喘息症状、呼吸機能をコントロールします。
　２．吸入ステロイドとの併用効果が臨床的に認められています。
　３．喀痰中の好酸球数を減少させ、抗炎症作用を示します。
　４．小児用は服用しやすいチュアブル錠です。

○　患者志向のマーケティング

　１．患者さん教育のサポート（環境・生活習慣の改善など）
　　　各種ツールの作成（患者さん生活指導冊子など）

○　市場への早期浸透

　１．専門医（呼吸器内科、小児科）への情報提供
　２．講演会開催などによるキプレス認知度向上

○　フランチャイズカスタマー（ＦＣ）戦略の充実

　　 呼吸器内科への重点化を継続的に推進し、杏林のＦＣ領域として育成
　

９



再評価の経緯

1999年1月 既存資料提出を求める再評価指定（31成分）

　　　　　　　　　　　　　　　（申請期限：1999年4月30日）

ケタス他３品目は有用性を再評価するために新たに
臨床試験を実施（申請期限：2001年9月28日）

既存資料提出11成分

　ケタスカプセルの現状
　　　脳循環・代謝改善能を有する医薬品の再評価について

　ケタスカプセルの現状
　　　脳循環・代謝改善能を有する医薬品の再評価について

１０

9月 11成分について再評価実施

2001年9月21日 再評価申請



ウシ等由来物を原料として製造される
医薬品の品質及び安全性確保について（狂牛病問題）

ウシ等由来物を原料として製造される
医薬品の品質及び安全性確保について（狂牛病問題）

１１

合計売上高

2001年3月期
　　92百万円

当局は医薬発１２２６号・１０６９号により、ウシ等由来物を原料として製造される医薬品の品質
及び　安全性確保を強化している

経緯　　　
　　　医薬発１２２６号（２０００年１２月１２日）
　　　　　○　BSEの発生国及び発生のリスクの高い国を原産国とするウシ等由来原料を使用輸入

してはならない。（除外品；ゼラチン、乳糖など。ただし高発生国は除外なし）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　当社該当製品なし

　　　医薬発１０６９号（２００１年１０月２日）　
　　　　　　○　BSEの発生国、発生リスクの高い国及びリスク不明国を原産国とするウシ等由来原料

を使用してはならない。（除外品；乳糖など。ただし高発生国は除外なし）
　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　一変申請を実施し対応

　　　
ウシ由来原料（ゼラチン）を含む当社製品（ただし医薬発１２２６号・１０６９号には該当せず）　
　リスク不明国：インスミン、カルデックＱ、リン酸ピリドキサール　　　　

　 　　発　生　国 ：インスミン、オイスロン、レマール

※ＢＳＥ：狂牛病　　　　　　　下線部分は当社製造品 　



１．新たな創薬研究体制基盤の構築

２．大型新薬上市に向けたＦＣ戦略強化

３．海外事業基盤の構築と積極的な事業展開

４．生産性向上・ローコストオペレーションの推進

２００２年３月期　重点事業展開ー基本項目ー２００２年３月期　重点事業展開ー基本項目ー

１２



１．新たな創薬研究体制基盤の構築１．新たな創薬研究体制基盤の構築

１３

ターゲットの特定／リード化合物の探索
リード化合物
　　最適化

日・米・欧最先端研究機関

（サテライト研究所）

スコットランド研究所スコットランド研究所 PDE研究

日・米・欧 ﾊﾞｲｵﾍﾞﾝﾁｬｰとの共同研究

プロティオス研究所プロティオス研究所
ゲノム創薬研究所ゲノム創薬研究所

杏林製薬杏林製薬

創薬研究所

コアコンピタンス：メディシナルケミストリーコアコンピタンス：メディシナルケミストリー

重点領域　：　感染症、免疫・アレルギー、重点領域　：　感染症、免疫・アレルギー、

　　　　　　　　　代謝性疾患　　　　　　　　　代謝性疾患

日清キョーリン製薬

創薬研究所創薬研究所

創薬関連情報の収集・一元管理とその活用

社内創薬研究評価体制の構築

　（社外アドバイザーのリストアップ）

人材の育成

新薬開発

免疫
感染症

日・米・欧 ﾊﾞｲｵﾍﾞﾝﾁｬｰ投資

日　本日　本 米米 欧欧

BHBHファンドファンド 検討中検討中

SCSCバイオキャピタルバイオキャピタル



２．大型新薬上市成功に向けたFC戦略強化２．大型新薬上市成功に向けたFC戦略強化

１４

１．顧客の重点化

FC３科（呼吸器内科、耳鼻科、泌尿器科）への営業資源の集中による
「医薬関係者」「患者」との信頼関係強化

ターゲット医師（６万人）訪問コール回数指標（層別）

　 　ＨＰ層：前年比２０％ｕｐ
ＧＰ層：前年比１０％ｕｐ　　　　

２．MRの育成強化

①ＦＣ領域専門性：ＤＩ力強化のための教育継続（ＦＣラーニング）

②ＭＲ数　（単位：人）

中間期　処方率 ＨＰ層：７７％（前年同期比：０．４％ＵＰ）　
　　　　　　　　　　　　ＧＰ層：６９％（前年同期比：２．０％ＵＰ）

２０００年３月期 ２００６年３月期

５５３ ５８６ ６３７ 約６５０

　２００１年３月期 　２００２年３月期
（２００１年４月１日現在）



３．海外事業基盤の構築と積極的事業展開３．海外事業基盤の構築と積極的事業展開

１．組織
事業開発本部の新設

業務内容　・他社技術の評価及び提携、ライセンスの調査・分析・交渉　　　　
　　　 　　　・医薬品研究開発及び薬事・医療行政に関する情報の収集・分析
　　　　　　　・米国における臨床試験に関する業務
　　　　　　　・その他杏林製薬支援業務

２．海外臨床の推進・海外業務提携の強化
１）海外臨床の推進

Kyorin, USA．Inc の設立　　人員：５名

欧州拠点検討中

ガチフロ点眼ガチフロ点眼 アラガン社　ＰｈⅢ

ガチフロ小児適応ガチフロ小児適応 ＢＭＳ社　ＰｈⅢ　 ※

ＫＲＰ－２９７ＫＲＰ－２９７ メルク社　ＰｈⅡｂ　※

２）積極的な海外導出入・共同開発の推進

ＫＲＰ－１９７、ガチフロ点耳、Ｎ－５９８４、ＫＲＰ－１９７、ガチフロ点耳、Ｎ－５９８４、
Ｎ－３３８９、ペキロンネイルラッカーＮ－３３８９、ペキロンネイルラッカー

ＦＣ領域の製品ラインナップ強化ＦＣ領域の製品ラインナップ強化

導出・共同開発検討中

導入検討中
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４．生産性向上　ローコストオペレーションの推進４．生産性向上　ローコストオペレーションの推進

１．生産面における技術・資源の集中化
　　　原価率目標値　３０％
　　１）品目整理の検討

　　２）アウトソーシング活用、提携の推進

　　３）ＩＴの導入による効率化の推進

２．開発プロセスの改革による新薬開発のスピードアップと効率化
　　　医薬開発効率化プロジェクトの着手

　　　①文書管理の電子化　　②プロジェクト管理による意志決定のスピード化

　　　③治験業務プロセスの改善

３．ワークフロー導入による業務の効率化
　　　間接人員の削減
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○○ ４ｍｇ錠４ｍｇ錠 剤形追加剤形追加

○○ 用法・用量の変更用法・用量の変更

小児（２歳～５歳）用の新規製剤小児（２歳～５歳）用の新規製剤
メルク社メルク社
万有製薬と万有製薬と
共同開発共同開発

気管支喘息気管支喘息
治療剤治療剤

モンテルカストモンテルカスト
（キプレス錠４ｍｇ）（キプレス錠４ｍｇ）※※ＰｈⅡＰｈⅡ

日本初のネイルラッカー製剤。日本初のネイルラッカー製剤。

＜海外＞　米国：ＢＭＳ社に導出＜海外＞　米国：ＢＭＳ社に導出
欧州：グリュネンタール社に導出欧州：グリュネンタール社に導出
＜国内＞＜国内＞
大日本製薬と併売契約締結（大日本製薬と併売契約締結（20002000年年1212月）月）

呼吸器感染症、特に肺炎球菌や、ＰＲＳＰ呼吸器感染症、特に肺炎球菌や、ＰＲＳＰ
を含む各種薬剤耐性菌にも効果。経口で、を含む各種薬剤耐性菌にも効果。経口で、
注射並みの血中プロファイルを示す。注射並みの血中プロファイルを示す。

自社自社合成抗菌剤合成抗菌剤ガチフロ錠ガチフロ錠
申請中申請中
（（9999年年33月）月）

＜国内＞＜国内＞
万有製薬と併行販売万有製薬と併行販売
＜海外＞＜海外＞
米国：メルク社より米国：メルク社より9898年年22月発売月発売

世界初の１日１回投与世界初の１日１回投与LTL T受容体拮抗剤。受容体拮抗剤。
就寝前投与で喘息症状の管理、ステロイド就寝前投与で喘息症状の管理、ステロイド
吸入剤との併用効果が認められる。小児吸入剤との併用効果が認められる。小児
適応有。　（６歳以上）適応有。　（６歳以上）

メルク社メルク社
万有製薬と万有製薬と
共同開発共同開発

気管支喘息気管支喘息
治療剤治療剤

キプレス錠１０キプレス錠１０
キプレスキプレス
チュアブル錠５チュアブル錠５
（小児用）（小児用）

※※
発売発売
（（0101年年88月）月）

選択性の高い選択性の高いβ３β３受容体作動薬｡高血糖受容体作動薬｡高血糖
及び耐糖能、高インスリン血症が改善する及び耐糖能、高インスリン血症が改善する
と共に血漿中と共に血漿中TGTG、、FFAFFAを低下させる。を低下させる。

日清製粉日清製粉
同社と同社と
共同開発共同開発

糖尿病治療剤糖尿病治療剤
抗肥満剤抗肥満剤

Ｎ－５９８４Ｎ－５９８４
（錠）（錠）

ＰｈⅠＰｈⅠ

剤形追加剤形追加自社自社合成抗菌剤合成抗菌剤ガチフロ注ガチフロ注ＰｈⅠＰｈⅠ

＜海外＞＜海外＞
米国：メルク社に導出（米国：メルク社に導出（9999年年99月）月）

インスリン抵抗性改善作用と糖尿病に伴うインスリン抵抗性改善作用と糖尿病に伴う
脂質代謝異常にも効果。脂質代謝異常にも効果。

自社自社
万有製薬と万有製薬と
共同開発共同開発

糖尿病治療剤糖尿病治療剤
ＫＲＰ－２９７ＫＲＰ－２９７
（錠）（錠）

ＰｈⅠＰｈⅠ

＜＜海外＞海外＞
英国において現在ＰｈⅠ（ＣＲＯ活用）英国において現在ＰｈⅠ（ＣＲＯ活用）
＜国内＞＜国内＞
小野薬品工業と共同開発･販売契約締結小野薬品工業と共同開発･販売契約締結

抗コリン作用が強く、口渇少ない。抗コリン作用が強く、口渇少ない。
自社自社
小野薬品と小野薬品と
共同開発共同開発

尿失禁治療剤尿失禁治療剤
ＫＲＰ－１９７ＫＲＰ－１９７
（錠）（錠）

ＰｈⅡＰｈⅡ

ロシュロシュ
自社開発自社開発

爪白癬治療剤爪白癬治療剤
ぺキロンぺキロン

ネイルラッカーネイルラッカー
ＰｈⅡＰｈⅡ

５－ＨＴ５－ＨＴ33と５－ＨＴと５－ＨＴ44拮抗作用を併せ持つ。拮抗作用を併せ持つ。
日清製粉日清製粉
同社と同社と
共同開発共同開発

制吐剤制吐剤
Ｎ－３３８９Ｎ－３３８９
（錠）（錠）

※※
申請準備中申請準備中

備　考備　考特　徴特　徴起　源起　源薬　効薬　効製品名・開発コード製品名・開発コード開発段階開発段階
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主要開発品一覧　（２００１年９月３０日現在）主要開発品一覧　（２００１年９月３０日現在）



その他の開発品（一部変更承認）

○処方変更　○小児適用○処方変更　○小児適用
＜成人用＞＜成人用＞
※２００１年７月６日薬価収載※２００１年７月６日薬価収載

半溶解型製剤で服用しやすく、また半溶解型製剤で服用しやすく、また
小児にも好まれるピーチ味の製剤小児にも好まれるピーチ味の製剤

ジュリエ社ジュリエ社
自社開発自社開発

気道粘液調整気道粘液調整
粘膜正常化剤粘膜正常化剤ムコダインＤＳムコダインＤＳ

※※
申請準備中申請準備中

備　考備　考特　徴特　徴起　源起　源薬　効薬　効製品名・開発コード製品名・開発コード開発段階開発段階

主要開発品一覧　（２００１年９月３０日現在）主要開発品一覧　（２００１年９月３０日現在）

導出品の状況

導
入
品

導
入
品

自社自社合成抗菌剤合成抗菌剤※※ＰｈⅡ／ⅢＰｈⅡ／Ⅲグリュネンタール社グリュネンタール社ガチフロキサシンガチフロキサシン
注射剤注射剤

日本国内における開発は万有製薬が実施、日本国内における開発は万有製薬が実施、

独占的販売権は杏林製薬が取得独占的販売権は杏林製薬が取得
メルクメルク片頭痛治療剤片頭痛治療剤※※申請準備中申請準備中

メルク社メルク社
日本では万有製薬日本では万有製薬
が開発中が開発中

リザトリプタンリザトリプタン

導
　
出
　
製
　
品

導
　
出
　
製
　
品

合成抗菌剤合成抗菌剤

日本、中国、韓国、台湾を除く全世界における日本、中国、韓国、台湾を除く全世界における

研究開発及び販売権を供与研究開発及び販売権を供与
自社自社糖尿病治療剤糖尿病治療剤

　※　※ＰｈⅡｂＰｈⅡｂ
（米国）（米国）

メルク社メルク社ＫＲＰ－２９７ＫＲＰ－２９７

日本における開発、製剤、及び販売権を供与日本における開発、製剤、及び販売権を供与ＰｈⅢ（国内）ＰｈⅢ（国内）千寿製薬千寿製薬

日本、中国、韓国、台湾を除く全世界における日本、中国、韓国、台湾を除く全世界における

開発、製剤、及び販売権を供与開発、製剤、及び販売権を供与
自社自社

ＰｈⅢ（米国）ＰｈⅢ（米国）アラガン社アラガン社
ガチフロキサシンガチフロキサシン
点眼液点眼液

※※ドイツドイツ承認承認
（（20012001年年1010月）月）

グリュネンタール社グリュネンタール社 ※２００１年１１月上市自社自社合成抗菌剤合成抗菌剤
ガチフロキサシンガチフロキサシン
錠剤錠剤

備　　考備　　考起　源起　源薬　効薬　効開発段階開発段階導出入先導出入先製品名・開発コード製品名・開発コード
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１．ビストナー事業ファンドの状況
　　・設 立　 　 ２０００年９月
　　・出資額　　 ５０億円（初年度計画　１０億円）
　　・対象領域　 「医薬品関連」「医療関連」「介護関連」「健康関連」

・鶏肉用殺菌剤

・ウイルス性肝炎、関節リウマチ等の治療薬開発　　
２

・健康食品販売　　・汚水処理用各種担体の事業化

・証券会社　

　※中国（漢方、健食等のベンチャー）の情報強化

３

・有機汚泥処理システム（介護用トイレなど）の事業化　１

・訪問歯科診療の管理・運営　　　　　　１

投資先の事業内容投資件数

＜健康領域＞
食品
環境食品など

＜介護領域＞
施設経営
在宅介護サービス
関連製品など

＜医療領域＞
代替医療　再生医療
ＩＴなど

＜医薬品領域＞
ゲノム創薬　他

領　　域

投資案件　　

１９

新規事業の拡充　－新しい事業開発の現状－新規事業の拡充　－新しい事業開発の現状－


